００－００－０００００　りんくはじめ
　いつかどこかで誰かがこのボトル（ｂｏｔｔｌｅ）に入った手紙を読んでくれるかもしれない。もしかしたら、遠い海のかなたから、エアメールが届くかもしれない。そんな乙女心をくすぐるようなストーリーは、小説か映画の中ではよくあるものだが、ハワイでは、海からのありがたくない贈り物に頭を悩ませている。
　海面を大きく広がって漂流していたプラスチックゴミや、放棄された漁具など、ガラクタのかたまりがハワイ近海に南下し、島の浜辺に打ち上げられたのだ。北太平洋を浮遊するガラクタの多くは、海流に乗って穏やかな海域に運ばれるが、大気の状態によっては、ハワイ方面へ流されてくる。１００枚以上の魚網など、今回発見されたガラクタの総数は２０００個を超えており、その中でも、分解しないプラスチックゴミは特にやっかいで、海洋生物の命を脅かすものと影響が心配されている。
